








































                                                   
1 人類学における解釈学的認識と、その可能性や限界については、すでに拙稿（吉田 1992, 
2005a, n.d.）で述べているので、本稿でこれをあらためて論じる作業は省略する。 


























































王宮は、19 世紀末の時点では、オランダ政府からも当時の 9 王家に次ぐ存在として認めら


























2006: 336-348; Schulte Nordholt 1996; 永渕 1998; MacRae 1997, 1999; 吉田 2005, 
                                                   
2 ギアツのいう「劇場国家」的状況は、彼の論じた 19世紀までの古典国家の時代よりも、
むしろ 20 世紀の植民地時代において実質的に開花したと考える方が妥当である（Geertz 
1980; Schulte Nordholt 1996: 5-7, 334-335; MacRae 1999: 143-144; 永渕 1996: 74）。 
 
シュピース作「風景と子供たち」（1939年） 
（Couteau 1999 : 20） 

























まるウブドの観光化の基盤を用意するものだった（Belo (ed.) 1970; 伊藤 2002: 34-43; 永











外国人向けのビジネスとしての芸術に取り組んでいたのである（永渕 1998; Picard 1996; 


















光化の過程においても中心としての位置を占めていたといえる（Lewis & Lewis 2009: 32; 
































































もたらしている、と考えられるのである（Lewis & Lewis 2009: 12-16, 26-31; MacRae 1997: 
23, 2003: 32-33, 43-45; Putra 2003; Robinson 1995: 273; 白石 1996）。 















そのことは、たとえばウブド周辺にある 3 つの主要な美術館（Museum Puri Lukisan, 

























2003: 37-39; Djelantik 1986: 
42-45; Kam 1993: 57; cf. 










所蔵）（Kam 1993: 180） 





































                                                   
4 ウブドの人々は、宗教の領域における政治的問題にたいしても無関心な態度を示す傾向が
ある。インドネシアのヒンドゥーを統括する団体であるパリサド（Parisada Hindu Dharma 
Indonesia; PHDI）は、20 世紀末にバリ中心主義的な保守派と汎インドネシア主義的な改














































の作品の同時代性と社会・政治的意図をあまり評価していない（MacRae 2003: 38-39, 50）。 




























































































と直野はいう（Anderson 1987(1983), 1995(1990), 2005(1988); Halbwachs 1989; 直野 






















































（MacRae 2003: 30, 44-45）。つまり、マクレイは、今日のウブドあるいはバリの人々に残
る、当時の悲劇をめぐる経験記憶に接していたのである6。しかし、彼は、その経験記憶が
                                                   
6 ルイス夫妻は、その民族誌の中で、死者の霊と会話を交わす、60 代のバドゥン県在住の

















































女性もいた（Lewis & Lewis 2009: 12-13）。老いたこの女性の死者との会話は、周囲の人々
には理解できない、生き残った者の語る反ストーリーのひとつである。 
  
神を迎える儀礼舞踊を    正装をまとった女性 





















グループなども反対する中、2008 年 10 月にこの法案は国会で可決された。批判的な言論
はその後もつづいた。たとえばバリでは、若手芸術家たちによる、動物や昆虫の交尾や性





意思表示であったと考えてよい（Dibia & Ballinger 2004: 86-87; Lewis & Lewis 2009: 113, 
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